


















































ることができる（Pahl 1980：331）。それではこの secondary poverty とはどのようなものであっ
たか，Rowntree のヨーク調査を振り返っておきたい。
　2　Rowntree のヨーク調査にみる世帯内所得配分の問題
　Rowntree（1901 ＝ 1975）が貧困線を設定し，それにもとづいてヨークに暮らす人々のおよそ 3
分の 1 が貧困にあることを示したことはよく知られる。この，ヨークの人口の 3 分の 1 を占めると
いう貧困者数は，primary poverty（第一次的貧乏）と secondary poverty（第二次的貧乏）の状
























人の人数を得ることができる（Rowntree 1901 ＝ 1975：130）。
　以上からわかるように，primary poverty と secondary poverty は，実際の生活水準としては同
等であり，この 2 つを分けるのは生活水準（ないしは貧困の程度や深さ）ではなく世帯の所得量で
ある。primary poverty の世帯は，所得がそもそも貧困線を下回っているのに対し，secondary 
poverty の世帯では所得は貧困線を上回っているものの，「単なる肉体的能率を保持するために必
要な」支出としては想定されていない支出があるために，「単なる肉体的能率を保持」し得る生活












持」の程度が世帯員によって異なることもみえてくる（Rowntree 1901 ＝ 1975：237-329）（3）。
　ところが，Rowntree の secondary poverty にみられるような，世帯内部における資源の配分と
消費，家計管理の側面から貧困を理解するという観点は―Rowntree の測定では primary 
（2）　各世帯における食物（栄養摂取量）の過不足を確かめることを主たる目的として，35 世帯を対象に，毎日の食
事と支出の記録を求める調査が行われた（実際の分析の対象とされたのは 18 世帯）。記録を求められたのはそれぞ










poverty のおよそ 2 倍の人数を示すほどの広範な問題であったにもかかわらず―，その後の貧困
研究の議論では周縁化されることとなる。こうした貧困研究の「伝統」に異議を唱えたのが Pahl




































に着目した実証研究の方法の開発』（基盤研究（C）課題番号 16K02030，2016 ～ 2018 年度）に取
り組むこととなった。プロジェクトでは「実証研究の方法の開発」の前提として，日本および英語
圏でこれまでどのような研究が行われ，そこで何が明らかにされ議論されてきたか，資料を収集し
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